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昨日の自分より一歩前へ
～卓球から学んだ挑戦することの大切さ～
昨日の自分より一歩前へ
～卓球から学んだ挑戦することの大切さ～

１． 究極のピンチでも諦めないメンタル
２． 優勝できない卓球少女が
　 全日本選手権で優勝するまで
３． 日本チャンピオンから世界へ
４． 北京五輪からロンドン五輪へ
５． 練習は何のためにするのか

1985年栃木県鹿沼市出身
元卓球選手、日本卓球協会理事
ロンドンオリンピック銀メダリスト
ミキハウススポーツクラブアドバイザー
スポーツキャスター

平野早矢香氏
講 師

入場
無料

後援／栃木県、栃木県教育委員会、栃木県高等学校長会、下野新聞社

（公財）飯塚毅育英会
TEL：028-649-2121事務局

参 加 申 込
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参加申し込みはこちら

13：00～14：45

令和４年

9月3日（土）
宇都宮東武ホテルグランデ 6Ｆ「龍田」
宇都宮市本町5-12  TEL028（627）0111 

会場

令和４年度 育英講演会
公益財団法人 飯塚毅育英会



ロンドンオリンピック団体銀メダル

平野早矢香氏

『卓球の鬼と呼ばれて。』

　本会の設立者飯塚毅博士（株式会社TKC創業者）は、大学在学中、東京大学末延三次博士の奨学資金の給付を受け、経済的
に困窮すること無く学業を全うし得たことに忘れえない恩義感を抱き、自らの出生地であり、また事業の基盤である栃木県に
おける教育・育英に関する奨学事業に永年関心を寄せてきました。
　飯塚毅博士は、平成７年12月に財団法人飯塚毅育英会を創立し、「自利トハ利他ヲイフ」の理念のもと、究極の事業は教育
であるとの精神を貫き、栃木県出身の大学生(栃木県内の大学に在籍する外国人留学生を含む。)及び研究を目的として海外に
留学する大学生・大学院生で、学業が優れかつ健全な心身を持ちながらも、経済的な理由により就学が困難な者に対する資金
援助を行い、もって将来社会に貢献しうる有為な人材を育成することに貢献してまいりました。
　本会では、飯塚毅博士の精神を受け継ぎ、本会奨学生の皆さんが大学生活をより充実したものとすると共に、社会に貢献し
得る有為な人材としてより一層成長されますことを支援する目的で、機関誌『刮目』の発行や育英講演会を開催しており
ます。育英講演会は、講演を通じて奨学生の健全な心身の育成に寄与することを目的とするもので、本年で第16回目を迎える
ことになりました。
　本年は、講師に元卓球選手、ロンドンオリンピック銀メダリスト、スポーツキャスターの平野早矢香氏をお招きし、「昨日の
自分より一歩前へ～卓球から学んだ挑戦することの大切さ～」の演題でご講演いただきます。講演を通じて、奨学生（OB・
OG含む）の今後の生き方に少しでも寄与することを目的としています。

1985年栃木県鹿沼市出身。
５歳で卓球を始め、仙台育英学園高等学校卒業後、ミキハウスに入社。
18歳で全日本卓球選手権・女子シングルス初優勝。
その後、2007年度から全日本選手権を３連覇達成、通算５度の日本一に輝く。

2012年ロンドンオリンピックでは福原愛、石川佳純両選手とともに、
団体戦で銀メダルを獲得。
男女通じて日本卓球史上初の五輪メダリストとなった。

世界選手権14大会に出場し、2014年東京大会では団体戦にて銀メダルを獲得。
2016年４月の日本リーグ・ビッグトーナメントにて現役引退。
現在は、ミキハウススポーツクラブアドバイザーとして後進の育成に務める傍ら、
全国にて講習会、講演会、解説などで活躍。また、スポーツキャスターとしても
卓球の普及のため、幅広く活動している。

■出演番組
　テレビ朝日「グッド！モーニング」
　BSテレビ東京「卓球ジャパン！」
　BS-TBS「アスリート夢共演」
　NHK「プロフェッショナル 仕事の流儀」
　TBS「サンデーモーニング」他、テレビ出演多数。

■競技実績
　・世界卓球選手権2004 ドーハ　　（銅・団体）
　・世界卓球選手権2006 ブレーメン（銅・団体）
　・世界卓球選手権2008 広州　　　（銅・団体）
　・世界卓球選手権2010 モスクワ　（銅・団体）
　・世界卓球選手権2014 東京　　　（銀・団体）　
　・2012年ロンドンオリンピック　 （銀・団体）

■著書
　『卓球メンタル強化メソッド』（実業之日本社 2018年）
　『卓球の鬼と呼ばれて。』　　（卓球王国 2017年）

講師プロフィール

公益財団法人 飯塚毅育英会


